
Relationship!
ともに歩み、ともに革新的な未来へ
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1 3「金融」の役割を通じて環境への配慮をサポートすることで、琵琶湖をはじめ
とする地球環境の保全につなげています。取り巻く環境は多様化していま
すが、「環境金融」が持続可能な社会づくりに貢献できる、との信念のもと、
「お金の流れで地球環境を守る」との気概で、金融機関ならではのCSR活動
を展開しています。

CSR委員会「環境ビジネスの最前線について学ぶ」
環境経営のさらなる深化のため、年3回、頭取
を委員長とするCSR委員会を開催。2016年
11月には、国際環境計画・金融イニシアチブ・
特別顧問である末吉竹二郎氏を講師に招き、
最前線の環境ビジネスについて学びました。
常に新しい環境ビジネスについて情報交換し、
環境経営に生かしています。

エコ預金で学校ビオトープづくり
ダイレクトチャネル（ATM、電話、インターネット）でお預入れいた
だく「エコプラス定期」(2003年～)や、「ネット投信」の「電子交付
サービス」(2013年～)をご利用いただくことによる紙資源削減相
当額を当行が拠出し、滋賀県内の小･中学校へ「学校ビオトープ」づ
くりの資金として毎年助成してまいりました。

◆エコビジネスマッチングフェア2017in京都
お取引先の、新たなエコビジネスサポートを目的として毎年開催。
2017年は10周年の節目を迎え、京都で開催、新たなビジネスチャ
ンスを創出しました｡122社・団体が出展、来場者は、1,603人とな
り、商談数は787件にのぼりました。

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2016に出展
環境産業の振興を目的とした「びわ湖環境ビジネスメッセ2016」が
長浜バイオ大学ドームで開催。当行は、「未来創造銀行」をテーマに、
デジタルサイネージを用いて環境への取り組み等について紹介。3
日間で約1,200名の方にご来場いただきました。

SRIとは、ESG（環境･社会･ガバナンス)の視点から企業を評価し、
投資先を選定する社会的責任投資（Socially Responsible 
Investment）の略称。

◆社会的責任への取り組みが評価
当行は、FTSE社の「FTSE4Good Global 
Index」の構成銘柄に14年連続で選ばれ、
環境･社会･人権など、世界的に認められ
た「企業の社会的責任基準」を満たした企
業として選定されています。

◆JICA債（国際協力機構債券）購入
● 開発途上地域の経済発展に寄与
● 長期的な視点で、環境配慮や社会的課題の解決に貢献
※JICA債：JICAが、開発援助を実施するための資金調達を目的に発行する債券｡
　調達資金は、開発途上国向けの有償資金協力に全額充当されます。

これまでもこれからも
価値ある企業としてあり続ける

ともに環境ビジネスに取り組む
パートナーとして

共生と循環の地域づくりを目指して

累計

環境金融

環境経営
サイクル

環境
ボランティア活動 エコオフィス

づくり

1.省資源・省エネルギー活動

2.金融サービスを通じた環境保全

3.環境関連法規等の順守

4.全員参加と啓発

5.環境方針の公開

環境方針

※学校ビオトープづくりへの拠出は2016年度をもって終了しました。
　2017年度からは、ニゴロブナ･ワタカの放流資金として拠出します。

お客さま

預けてよし預けてよし
しがぎん
預かってよし預かってよし

小・中学校等

世間・環境によし世間・環境によし

35 1,679件 万円を助成！

金利がプラス 紙使用量を削減 ビオトープづくり
（2003年～2017年累計）

環境金融 環境預金 環境コミュニケーション

独自の環境格付で地球環境を守る
琵琶湖をはじめとする地球環境保全のため、2005年に「しがぎん琵琶湖
原則（PLB=Principles for Lake Biwa）」を策定｡ご賛同いただいたお取
引先へ当行独自の評価基準に基づいて「環境格付(PLB格付)」を実施。
2009年には「生物多様性格付(PLB格付BD)」を策定｡多くのお取引先に
環境経営に対する「気づき」のツールとしてご活用いただいています。

しがぎん琵琶湖原則(PLB)の3原則

1.環境保全に役立つ生産･販売･サービス基準を策定します
2.環境配慮行動とビジネスチャンスの両立を目指します
3.環境リスクを軽減し、持続可能な地域社会を実現します

賛同1 格付2 お借入3

環境を主軸とするCSR経営の実現

PLB格付
10,467先
（事業先比56.0％）

PLB格付BD
5,602先
（事業先比30.0％）

総額
371億円
〈2017年6月末実績〉

10,858件
(事業先比58.1％）

1,878件

¥

環境融資

2環境融資融資で環境・生物多様性に
ついて考える 4SRIファンドCSRに積極的に取り組む

企業に投資

3環境コミュニケーション
コミュニケーションを通じて
環境への取り組みを普及・拡大1環境預金預金をしながら環境サポート
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環境金融

SRIファンド

・1999.10 制定・2010.4 改定

地域社会・地球環境との共存共栄
持続可能な社会へ

（抜粋）

地球温暖化防止 生物多様性保全




